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　  社長からのメッセージ

　帝国ホテルグループでは、当社グループが取り組んだCSR活動を、「CSR
レポート」としてまとめております。
　帝国ホテルは、今年の11月3日に開業120周年を迎えます。120周年のキー
ワード「SERENDIPITY」（セレンディピティ）は、偶然の出会いがあった
ときに、それを生かすことができる能力のことです。内外の多くのお客様
との出会いにセレンディピティが働き、その蓄積が帝国ホテルの伝統とな
り、信頼へと結びついています。こうしたお客様の信頼にお応えすべく、
これからも国際社会に貢献してまいりたいと考えております。
　厳しい経済環境の中にあっても、当社グループはこの1年間、引き続き
CSR活動を推進してまいりました。すべてのステークホルダーの皆様から
「さすが帝国ホテル」と言っていただけるよう、全社一丸となって実施した
平成21年4月から平成22年3月までのさまざまな活動を、ここに「CSRレポ
ート 2010」としてまとめました。
　今後とも、企業としての信頼性・安全性など、総合的な企業価値の向上
をめざす当社グループのCSR推進活動に、ご理解、ご協力を賜りますよう
お願い申しあげます。

代表取締役社長

小 林  哲 也

さすが帝国ホテル表彰 消防総監感謝状を授与される千代田区電話応対コンクールに参加自衛消防審査会に参加
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企業理念

● 帝国ホテルの企業理念
　帝国ホテルは、創業の精神を継ぐ日本の代表ホテルであり、国際的ベストホテルを目指す企業として、最も優れたサービスと
商品を提供することにより、国際社会の発展と人々の豊かでゆとりある生活と文化の向上に貢献する。

● 帝国ホテルの行動指針
•私たちは、その伝統を十分認識し、お客様の要請を発想の原点として、提供する総てのサービス、技術の向上改善に徹し、
新しい価値の創造に努める。

•私たちは、創意工夫と挑戦の精神を尊重し、かつ協調と調和の態度を貫くことにより総合力の向上を追求する。

•ホテル業が、人を原点とすることを正しく理解し、規範たるホテル十則の導く行動に徹する。  

● コーポレートガバナンス体制
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■ 寄付・募金活動
　8月に発生した台風により大きな被害にみまわれた台湾に対し、役員・従業員の募金
と帝国ホテルからの拠出金の合計を、日台観光促進協会に対して寄託しました。
　また、9月に発生したスマトラ島沖地震に際しても、募金と拠出金の合計を日本イン
ドネシア協会を通じて在日インドネシア大使館に寄託しました。
　クリスマス時期には、恒例のチャリティーコンサートの開催や募金を行い、社会福
祉団体に寄付を行いました。
　また、平成21年7月からは「ベルマーク運動」に参加しています。その結果、3月ま
でに25,398点を集め、ベルマーク財団を通じて、東京都立南花畑特別支援学校や鹿児
島県立加治木養護学校などへ寄贈されました。

■ 社会福祉活動
　帝国ホテル東京、帝国ホテル大阪では、フィンランドから招聘したサンタクロース
と社員ボランティアにより、病院や肢体不自由児の施設訪問を行いました。東京では
聖路加国際病院小児病棟へ、大阪では大阪府立整肢学院、大阪赤十字病院付属大手前
整肢学園などを訪問して、子供たちに楽しいひと時を過ごしてもらいました。

■ その他の活動
　毎年4月に開催される、春の交通安全運動のパレードに当社グループの社員が参加し
ています。こうした活動に、当社グループは積極的に協力しています。

● 社会貢献の実績

　帝国ホテルグループでは、コンプライアンスや社会貢献、環境への配慮に関して、次のような取り組
みを行いました。

サンタと病院へ慰問

社会とともに

春の交通安全パレードに参加

　信頼される企業として、寄付・募金活動や、社会福祉活動などに積極的に取り組んでいます。この1年の主な活動をご紹介
いたします。

　CSR活動を推進する上で基本ともなるコンプライアンスについては、「リスク管理委員会」、「食の安全と信頼委員会」などの組
織的な体制を機能させています。
　また、法令、定款・社内規則並びに社会的習慣・企業倫理を遵守することを求めたコンプライアンスのための基本規程を定め、
当社グループ全員に対しこの徹底を図るとともに、日常業務の法的問題の相談窓口や、コンプライアンスに反する行為に対する内
部通報のためのヘルプラインを設置し、当社グループ全体に法令順守の徹底を浸透させています。

● コンプライアンス
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■ グリーンチーム
　各分科会の活動を推進し、従業員への啓蒙活動を行いました。

■ 省エネルギーチーム
　本年の省エネルギーチームの活動は､ 機器類の更新や空調の自動制御方式の変更などによる運転・運用の効率化を図りま
した。10月には、帝国ホテル東京の本館エスカレーター（本館1階～本館3階）に無人時省エネ運転を導入しました。これに
より年間の電気使用量が約44,000kwh削減でき、年間のCO２排出量を約17トン削減することが可能となりました。
　また、LED照明の導入拡充や、バックスペースの事務所などでの休憩時間･離席時のこまめな消灯、パソコンへの省エネ設
定に全社的に取り組み､ 実施状況をチーム員が定期に巡回し、確認・指導しました。
　以上の結果､ 年間で329,000kwhの電力を削減（削減率0.6％）することができました。

■ ゴミ対策（フェニックス）チーム
　本年も各現場、事務所およびゴミ置き場での分別状況実態調査を行い、その結果を各部にフィードバックし従業員の意識
向上を図りました。
　また、平成21年3月よりペットボトルのキャップを再利用するエコキャップ回収活動を開始し、この売却利益を「世界の子
どもにワクチンを日本委員会（JCV）」に寄付することで、発展途上国の子どもたちに贈るワクチンの購入につなげています。
この1年で、626,040個のエコキャップを回収しました。これはワクチンに換算すると782本分に相当します。

■ グリーン購入チーム
　当社グループでは、環境にやさしい製品の購入（グリーン購入）を推進しています。
本年のグリーン購入は、省エネタイプでリサイクル可能なコピー機・プリンターでは100
％、オフィス家具では96.9％、トイレットペーパー・ティッシュペーパーなどの衛生紙で
は100％に達しています。10月より新たに対象項目に加えた家電、制服・作業服について
も、半期実績で100％を達成しました。
　また、当社グループでは、グループ内で発生した食品残渣を肥料として使用した、野
菜や米などの有機農産物の購入に取り組んでいます。4月には、有機農産物の試食を含め
た従業員向け研修会を開催し、大切な資源を無駄なく使う、グリーン購入の意識の醸成
を図っています。

● 環境対策
　帝国ホテルグループでは、社長を委員長とする「環境委員会」の下部組
織として、「グリーンチーム」を設置。さらに分科会として「省エネルギー
チーム」、「ゴミ対策（フェニックス）チーム」、「グリーン購入チーム」
が活動を行っています。

有機野菜セミナー

環境委員会

グリーンチーム

ゴミ対策
（フェニックス）チーム

グリーン購入
チーム

省エネルギー
チーム
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● さすが帝国ホテル推進活動
　開業120周年にあたる今年、「さすが帝国ホテル推進活動」は10周年を迎えます。9つの「帝国ホテル
行動基準」の実行テーマ（「挨拶」「清潔」「身だしなみ」「感謝」「気配り」「謙虚」「知識」「創意」「挑戦」）
の浸透を図ることで、ホスピタリティの根幹であるヒューマンウェアの向上に努めています。この行
動基準の中から、毎年年間実行テーマを決め、テーマに基づいた活動を推進しています。
　活動の大きな柱である「さすが帝国ホテル表彰制度」では、「さすが帝国ホテル」と言われるにふさ
わしい、実行テーマの模範となる活動を行った社員や、帝国ホテル関係スタッフすべてを表彰してい

　帝国ホテルグループでは、お客様の安全と安心のための対策を、最優先事項として推進しています。
この1年も安全と安心のための、さまざまな活動を行いました。また、「さすが帝国ホテル推進活動」の
表彰制度などにより、ヒューマンウェアの向上に努めています。

● 自衛消防活動
　年2回行う自衛消防訓練では、火災の発生を想定した実動訓練を行っています。当社グループ従業員
だけでなく、関係会社やテナントの方々にも多数参加いただき、全館をあげての防災活動に取り組ん
でいます。
　初期消火の中心となる、従業員で構成する自衛消防隊は、日々技能の向上に努めています。
　7月16日には、丸の内消防署管内の自衛消防隊を対象とした自衛消防審査会が開催され、30社が参加
する中で帝国ホテル自衛消防隊が敢闘賞を獲得しました。また、当社グループの㈱帝国ホテルサービ
ス セキュリティ事業部自衛消防隊も警備隊の部に出場し、上位入賞をはたしました。火災発生時の災
害を最小限に食い止めるために、当社グループでは日常的な防災活動を行っています。

自衛消防訓練

自衛消防審査会

● 東京消防庁消防総監感謝状を受賞
　6月23日、帝国ホテル地下2階冷凍機械室で点検作業を行っていた、パートナー企業のスタッフが、
突然心肺停止状態になり倒れました。帝国ホテル従業員およびパートナー企業社員はこのスタッフに
対し、直ちに人工呼吸と心臓マッサージを行い、次いでAED（自動体外式除細動器）による応急救護
活動を行い、心肺蘇生に成功しました。この救命功労が高く評価され、7月2日、丸の内消防署長より
消防総監感謝状が伝達されました。

　お客様はじめ従業員や当社グループに関係するスタッフ全員の安全向上対策の一環として、当社グ
ループでは従業員に対し、AEDなどを使用した応急救護講習会を定期的に実施しています。こうした
対策が、上記の救命活動に生かされています。

丸の内消防署長より感謝状伝達

応急救護講習会

さすが帝国ホテル個人表彰
年間大賞表彰

お客様とともに
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● 安定配当

● 第7回『JALUX WINE AWARD』で帝国ホテル社員が優勝

● 社内外のコンクール

● 情報の適時開示

　帝国ホテルは、安定配当を基本として株主様への利益還元に努めております。平成19年3月期より23円の配当を実施し、本
年も厳しい経済環境の中、23円の配当を予定しております。

　若手の料飲サービスパーソンの育成を目的として開催されている、『JALUX WINE AWARD』にお
いて、帝国ホテル社員が優勝しました。

　若手スタッフ育成のために、電話応対コンクール、カクテルコンペティション、調理コンクールなど
を実施しています。また、社外でのコンクールへの出場なども、積極的にサポートしています。

　株主・投資家の皆様へ、透明かつ公平な企業情報を適時に提供するため、帝国ホテルホームページ上に財務情報・適時開示
情報を掲載しております。

ます。表彰にあたっては、社長はじめ関係スタッフが受賞者の職場に出向いて表彰を行います。
　平成20年度に表彰を受けた40名を対象として、6月5日には、年間最優秀者を決定し表彰しました。当社グループでは、こう
した活動を通して、従業員のさらなるヒューマンウェア向上の意識を高めています。

　帝国ホテルグループでは、株主・投資家の皆様のご期待にお応えすべく努力を続けています。

　当社グループでは、従業員の「こころ」と「からだ」の健康のための対策を推進し、働きがいのある
職場環境づくりに努めています。また、国際的ベストホテルにふさわしいスタッフを育成するため、さ
まざまな支援を行っています。

社内調理コンクール

『JALUX WINE AWARD』で優勝

株主様とともに

従業員とともに

● 研修や海外留学
　従業員のキャリア支援のための研修の実施や通信教育制度を導入しています。また、キャリア支援と同時に、国際的視野を
もったスタッフ育成を目的とした海外留学奨励制度に基づき、社内審査に合格した2名が現在アメリカに留学中です。

　こうした活動のサポートを通じて、従業員のモチベーションの向上と技能のレベルアップを促進してい
ます。

6

株主様とともに

従業員とともに



株式会社帝国ホテル　総務部
〒100-8558　東京都千代田区内幸町1-1-1　TEL （03）3504-1111　URL  http://www.imperialhotel.co.jp

＊表紙写真：上高地帝国ホテル


